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夫
真
言
の
教
法
は
。
芥
子
七
粒
を
鉄
塔
に
打
て
真
義
を
開

く
。
其
道
不
可
思
議
に
し
て
。
言
葉
を
以
て
演
難
し
。

我
先
師
浄
蔵
貴
所
。
滅
を
と
つ
て
五
十
年
。
時
去
時
う
つ

つ
て
。
今
月
今
日
師
の
縁
結
び
し
所
な
れ
ば
。
八
坂
の
郷

青
塚
の
辺
り
に
て
。
報
謝
の
廻
向
申
さ
ん
と
。

庵
室
を
出
て
行
道
の
。
〳
〵
。
実
九
重
の
道
す
が
ら
。
貴

賤
男
女
の
様
々
に
。
河
原
面
を
過
行
ば
。
恵
み
も
厚
き
神

の
園
。
真
葛
が
原
も
程
近
き
。
八
坂
に
は
や
く
着
に
け
り
。

「「「「「

ワ
キ
、サ
シ

道
行

シ
テ
、サ
シ詞

ワ
キ

〳
〵
。

人
の
形
は
百
年
の
旅
館
也
。
名
は
万
代
の
嘉
賓
た
り
。
勤

む
べ
し
励
む
べ
し
。
旦
に
道
を
聞
。
夕
に
死
す
と
も
可
な

り
と
は
。
よ
く
も
古
人
の
い
へ
る
か
な
。

や
。
是
に
客
僧
の
休
ら
ひ
。
青
塚
に
向
て
観
念
の
気
色
。

そ
も
何
故
の
礼
拝
ぞ
や
。

是
は
浄
蔵
貴
所
の
孫
弟
に
て
候
が
。
今
年
は
師
の
五
十
年

に
当
ら
せ
給
ふ
な
れ
ば
。
師
恩
報
謝
の
御
礼
の
為
に
詣
で
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候
。

尤
殊
勝
に
候
。
実
も
此
青
塚
は
。
王
城
の
方
へ
傾
き
し
を
。

勅
に
応
じ
て
浄
蔵
貴
所
祈
り
直
し
て
。
太
平
の
都
と
な
せ

し
所
な
れ
ば
。
其
所
縁
な
き
に
し
も
非
ず
。
役
の
行
者
の

再
来
と
。
諸
人
貴
み
奉
れ
ば
。
行
末
祈
り
給
ふ
べ
し
。

荒
有
難
や
。
先
師
の
行
業
委
く
知
し
め
さ
れ
し
よ
な
。
我

等
不
堪
の
身
に
し
あ
れ
ば
。
其
来
歴
御
物
語
候
へ
。

事
も
愚
や
浄
蔵
は
。
飛
鳥
を
も
祈
り
落
し
。
殊
に
は
悪
魔

「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ同

降
伏
の
神
呪
を
唱
へ
。

難
行
苦
行
捨
身
の
行
。

岩
根
を
枕
苔
を
莚
に
。

大
峰
葛
城
。

日
の
本
の
。

名
山
名
地
仏
閣
を
。
〳
〵
。
行
せ
ぬ
方
も
あ
ら
ば
こ
そ
。

僧
か
と
見
れ
ば
優
婆
塞
。
戒
師
と
み
れ
ば
大
俗
。
権
化

に
非
ず
下
賤
に
な
し
。
身
を
殺
し
心
を
砕
き
。
行
体
自
在
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の
権
者
に
て
。
其
奇
特
数
々
。
何
を
か
そ
れ
と
語
ら
ん
。

〳
〵
。

迚
も
の
御
事
に
。
先
師
奇
妙
の
独
鈷
を
所
持
し
。
加
持
ご

と
に
奇
瑞
有
し
。
是
は
焉
く
よ
り
御
伝
へ
候
ぞ
。
定
て
御

存
候
べ
し
。
熟
に
承
度
候
。

有
増
聞
及
し
事
。
物
語
申
候
は
ん
。
抑
此
独
鈷
は
。
浄

蔵
葛
城
に
。
百
日
行
ひ
給
ひ
し
時
。
閼
伽
の
水
汲
。
深
谷

に
一
つ
の
死
人
の
臥
塚
有
。
立
寄
骸
を
見
給
ひ
し
に
。

「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

サ
シ同

シ
テ同

ク
セ

頭
手
足
つ
ゞ
き
な
が
ら
。
苔
青
く
草
茂
り
。

石
を
枕
に
し
て
。
其
み
に
あ
ま
れ
る
が
。
右
に
独
鈷
を
掬

り
た
り
。

金
色
の
色
さ
び
ず
し
て
。

い
か
な
る
者
の
死
骸
と
云
事
知
ら
ず
。
浄
蔵
独
鈷
を
と
ら

ん
と
す
れ
ど
も
。
磐
石
の
如
く
に
て
。
取
べ
き
様
も
な
か

り
け
り
。

神
に
か
け
仏
に
祈
伏
柴
の
。
庵
を
足
下
に
結
ん
で
。
日
数
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を
送
る
夜
の
夢
に
。
あ
れ
は
汝
が
前
生
の
死
骸
な
り
。
加

持
し
て
と
れ
と
示
現
有
。
あ
り
が
た
し
〳
〵
と
。
七
夜
か

ぢ
し
て
。
独
鈷
を
と
れ
ば
不
思
議
や
な
。
骸
は
雪
の
消
し

ご
と
。
跡
か
た
も
な
く
成
に
け
り
。
則
塚
と
な
し
。
臥

塚
と
是
を
名
付
た
り
。

扨
大
比
叡
に
と
ぢ
籠
り
。

六
道
衆
生
の
其
為
に
。
毎
日
法
花
経
六
部
を
絶
ず
怠
ら
ず
。

三
時
の
行
徳
を
終
し
。
六
千
返
の
礼
拝
。
根
機
を
尽
し
給

「「「「「
シ
テ同

ワ
キ

シ
テ同

ふ
時
。
万
山
護
王
顕
れ
て
。
給
仕
隙
な
く
仕
へ
て
。
さ

な
が
ら
仏
在
世
の
。
昔
も
斯
や
あ
ら
た
な
り
。
浄
蔵
の
御

事
語
る
も
愚
成
け
り
。

か
様
に
委
く
語
り
給
ふ
。
御
身
は
い
か
成
人
や
ら
ん
。

今
は
何
を
か
つ
ゝ
み
井
の
。
ふ
か
き
夜
す
が
ら
あ
ら
は
れ

て
。

猶
も
昔
を
あ
ら
は
さ
ん
。
我
こ
そ
汝
が
尋
ぬ
る
。
浄
蔵
貴

所
よ
疑
ふ
な
と
。
立
か
と
見
れ
ば
。
其
儘
中
天
に
走
り
上
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り
て
。
か
ゞ
や
く
雲
の
絶
間
に
。
大
日
と
あ
ら
は
れ
。
白

雲
に
乗
じ
失
給
ふ
。
〳
〵
。
（
中
入
）

抑
是
は
浄
蔵
貴
所
。
本
地
役
の
小
角
大
日
尊
。
思
ひ
出
た

り
。
文
月
十
五
日
安
居
の
夜
。
修
入
禅
師
と
行
競
。
石

に
牛
王
を
つ
け
中
に
た
て
。
七
歳
よ
り
父
母
の
懐
を
出
。

山
林
を
家
と
し
雲
霧
を
莚
と
し
。
身
を
砕
き
心
を
ひ
や

す
。
是
全
く
身
命
を
お
し
ま
ず
。
又
名
利
の
為
に
せ
ず
。

只
無
上
菩
提
の
為
な
り
。
若
我
を
し
ら
ば
。
は
く
の
石
渡

「「「「

後
シ
テ同

シ
テ同

す
べ
し
と
。
心
中
に
加
持
す
れ
ば
。

不
思
議
や
此
石
飛
出
て
。
〳
〵
。
ま
り
の
如
く
躍
り
は
ぬ

れ
ば
。
禅
師
の
い
は
く
。
石
物
さ
は
が
し
。
落
入
給
へ
と

云
声
に
。
大
威
徳
の
呪
を
頌
す
れ
ば
。
石
は
本
座
に
閑
ま

り
け
り
。

浄
蔵
重
て
衆
命
に
任
。

か
た
じ
け
な
く
も
。
禅
師
に
つ
が
ひ
奉
る
。
う
や
〳
〵
し

や
。
行
業
深
く
齢
ひ
傾
き
。
仏
在
世
の
摩
訶
迦
葉
と
も
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云
つ
べ
し
。
験
を
禅
師
に
論
は
ず
。
只
三
宝
の
証
明
を
仰

ぐ
ぞ
と
。
常
在
霊
山
の
句
を
上
る
。
其
声
雲
を
響
か
し
。

聞
人
心
肝
を
砕
く
所
に
。
又
此
石
の
躍
出
て
。
天
に
上
り

地
に
下
り
。
暫
し
本
座
に
閑
ま
ら
ず
。
互
ひ
の
呪
力
は
お

そ
ろ
し
や
。
（
働
）

暫
く
有
て
此
石
の
。

真
中
よ
り
も
。
二
つ
に
破
。

両
前
に
飛
別
る
れ
ば
。
禅
師
も
貴
所
も
勝
劣
な
し
と
て
。

「「「
シ
テ同同

大
衆
は
其
座
を
退
け
り
。
夫
よ
り
威
光
天
下
に
か
が
や
き
。

高
麗
唐
土
の
。
見
ぬ
人
迄
も
。
其
行
徳
を
し
た
ひ
に
き
。

我
宗
修
行
の
道
を
み
る
か
ら
は
。
真
如
の
台
は
目
前
に
顕

は
る
べ
し
と
。
語
り
捨
て
〳
〵
。
夢
は
ほ
ど
な
く
覚
に
け

り
。
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